














































































































写真 2　マヤール村の砂丘と試料採取地点 図 3　マヤール村の砂丘地形断面
（★：試料採取地点）






















































原堆積物から粒度分析用試料と OSL 年代測定用試料を採取した（図 8、写真 7）。このシルト
層直上はクロスラミナが発達した砂層に覆われ、さらにその上に遺物包含層が見られる。まさ
にこの土地にインダス文明期の人々が定住する直前の洪水堆積物の露頭と推定され、そこから
年代値および、現在の河床の洪水堆積物と遺跡直前の時代の洪水堆積物との粒度に比較により、
河況の変化が読み取れるものと期待される。
4　ハリヤーナー州、ラージャンターン州での調査結果と今後の展望
　当地域での調査の第一の目的は、インダス文明の盛衰を左右したと言われているロスト・サ
ラスワティー問題、いわゆるガッガル川の流路変化や水量変化について、過去の河川状況を示
唆する地形・地質学的痕跡から地形計測、地層採取し、形成過程や年代について科学的に議論
を加えることであった。
　地形・地質層序学的にみると、ガッガル川やチョウタング川の流路沿いには多くの砂丘が発
達し、少ない水流であることがうかがえるが、いくつかの砂丘上にはインダス文明期の遺跡が
分布していることが今回の調査で明らかになり、多くの砂丘はインダス文明期にすでに成立し
ていたことがわかった。
　今年度は OSL 年代測定によって、砂丘の絶対年代を確定し、ガッガル川やチョウタング川
がインダス文明最盛期にヤムナー川やサトレジ川とつながった大河川ではなかったことを証明
していきたい。
